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〔 本書で用いた略号と用語 〕
5 容認される文
4 容認されない文
6 不自然な文
B 例文

S 主語（原則として名詞）
V 動詞
O 目的語（原則として名詞）
C 補語（原則として名詞・形容詞・分詞）
A 前置詞の目的語

〔　〕 言い換えることができる語句
（　） 省略することができる語句
 / 語句・訳語などの列挙
 ・ 概念の列挙
that節 接続詞 thatによって導かれる節 

wh-節 when / where / why / how / whetherなどに導かれる節

古英語 449～1100年ごろの英語
中英語 1100～1500年ごろの英語
近代英語 1500～1900年ごろの英語
現代英語 1900年以降の英語

〔 付記 〕
　本文中で使っている「ネイティヴ・スピーカー」は、native 

speakers of English（英語母語話者）のことです。


